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自主調査 調査結果概要 

©SURVEY RESEARCH CENTER CO.,LTD. 

 
2021年 2月 13日 福島県沖を震源とする地震に関する調査 

 
2021年 3月 

 

 

 

１．調査実施の概要 

●調査地域  宮城県・福島県 

●調査方法  インターネット調査（インターネットリサーチモニターに対するクローズド調査） 

●調査対象  20 歳以上男女モニター 

           （宮城県・福島県に居住し、2021 年 2月 13日の地震発生時に同県内にいた人） 

●有効回答  宮城県・福島県 各 500サンプル割付回収（全 1,000サンプル回収） 

●調査内容 

①2021年 2月 13日 福島県沖を震源とする地震について 

地震発生時の状況／被害状況／避難状況／災害への備え・購買 など 

②2011 年 3月 11日 東日本大震災について 

被害状況／記憶（経験）について／子どもたちと震災について話し合う機会 

震災への関心／経験や教訓の風化について など 

●調査期間  2021 年（令和 3年）2月 24日（水）配信開始～2月28日（日）調査終了 

●調査主体  株式会社サーベイリサーチセンター 

  ＳＲＣ情報総研 

●監修・協力  東北大学 災害科学国際研究所 准教授 佐藤翔輔 

 

 

２．回答者のプロフィール 

  ※回答条件：宮城県・福島県に居住し、2021 年 2月 13日の地震発生時に同県内にいた人 

 

 

３．本資料の見方 

●nと表記がある数値は、構成比（％）算出の基数（調査数）である 

●構成比（％）は、小数点第二位を四捨五入しており、合計が 100％にならない場合がある 

●M.A.と表記がある設問は、多肢式（複数回答可）のため、合計は 100％以上となる 

●回答数が０（皆無）の選択肢は、グラフ中の構成比の表記を省略している場合がある 

 

  

 20 歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 合  計 

宮城県 
男性 50 50 50 50 50 250 

女性 50 50 50 50 50 250 

福島県 
男性 50 50 50 50 50 250 

女性 50 50 50 50 50 250 

全   体 200 200 200 200 200 1,000 
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４．調査結果の概要 

 

2月 13日の福島県沖地震について 

 

（１）地震発生時にいた場所 

地震発生時（2021年 2月 13日（土）23時 8分頃）は、あなたはどちらにいましたか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地震発生時にいた場所の危険【M.A.】 

その場所には、以下のような危険はありましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

木造住宅が密集している

ブロック塀や通行の障害物
が多い

道路が狭く、複雑に入り組ん
でいる

地盤が弱い（揺れやすい、
液状化が起こる危険がある）

がけ地、傾斜地にある
（近い）

海岸に近く津波や高潮の
危険がある

河川や水路が近く津波や
氾濫の危険がある

危険物を扱う工場や危険な
建物・建造物が近くにある

その他

上記のような危険は少ない
地域だと思う
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全体（n=1,000）

宮城県（n=500）
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自宅 職場や学校などの建物内

お店や施設の中 屋外で過ごしたり、歩いたり、自転車などに乗っていた

車・オートバイを運転中だった 電車やバス、タクシーに乗っていた

その他
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（３）地震の最中にとっさにしたこと【M.A.】 

この地震の最中（揺れている間）、とっさに何をしましたか。（あてはまるものすべて） 

 

地震の最中にとっさにしたこと（過去の地震調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「建物の中に飛び込んだ」は、2021年 2月 13日・福島県沖地震（今回）及び2016年4月 14日・熊本地震（熊本県益

城町）の調査のみの選択肢 

 

 

地震の最中にとっさにしたこと（居住地別） 
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（４）地震の最中や直後に津波のことを考えたか 

あなたは、この地震の最中や直後に、津波のことを考えましたか。（回答は１つだけ） 

 

地震の最中や直後に津波のことを考えたか（過去の地震調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の最中や直後に津波のことを考えたか（居住地別クロス） 
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53.7 

8.7 

20.8 

34.3 

24.8 0.7 
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（今回）（n=1,000）

2011年3月11日・東日本大震災

（宮城県沿岸部）（n=451）

津波が来るかもしれないと思った 津波は来ないだろうと思った

津波のことはほとんど考えなかった 無回答

必ず来る

32.6％

来るかもしれない

21.1％

57.0 

62.4 
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福島県（n=500）

津波が来るかもしれないと思った 津波は来ないだろうと思った

津波のことはほとんど考えなかった
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（５）地震による自宅への被害【M.A.】 

この地震によって、ご自宅にはどのような被害がありましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）地震発生時にいた場所からの避難【M.A.】 

地震の発生時にいた場所から、避難所などに避難しましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅など、そのときにいた
場所にそのままいた

出先から自宅に帰宅した

市町村が指定する避難所
などへ避難した

近くの親戚や知人の家など
に避難した

マイカーなどに車中泊した

旅館・ホテルに泊まって避難
した

その他
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けがなどの人的な被害が
あった

家屋が倒壊した

家屋が傾いた

家の壁にひびが入ったり
はがれ落ちた

屋根のかわらが落ちたり
ずれた

門柱や塀が崩れた

窓ガラスが割れたり外れた
りした

家の中のタンスや本棚が
倒れた

高いところの物が落下した

ガス漏れがあった

ガスが停止した

停電した

断水した

裏山や斜面が崩れたりした

火災があった

液状化があった

その他

特に被害はなかった
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（７）避難をしたきっかけ【M.A.】 

【自宅やそのときにいた場所以外への避難をした方に】 

どのようなことがきっかけで、避難を決めましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）避難所などに避難しなかった理由【M.A.】 

【避難所への避難をしなかった方に】 

市町村が指定する避難所などに避難しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅など、そのときにいた場所で安全が
確保できたから

人が集まると新型コロナウイルス感染症が
広がる心配があるから

避難所での生活は不便だから

ペットと同伴で避難できないから
（または、できるかどうかわからないから）

避難所では、安全な空間の確保などの
感染症対策が十分にできないから

共有部分の衛生管理が心配だから

避難所・避難場所までが遠いから

避難所・避難場所までの道のりが危ない
から

マスク・消毒用品などの防疫用品の手配が
十分にできないから

避難に介助などの支援が必要だから

その他

特に理由はない
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ｎ

余震が続
き自宅内
にとどまる
ことが危険
だと判断し
たから

家族で避
難を決め
たから

停電や断
水、ガスの
停止が起
こったから

自治体の
同報無線
などで避
難の呼び
かけがあっ
たから

消防団や
警察など
の呼びかけ
があったか
ら

自宅の被
害が大き
かったから

テレビ・ラ
ジオなどか
らの情報で
避難が必
要だと思っ
たから

水や食料、
生活用品
が不足した
から

近所の人
の呼びかけ
があったか
ら

高齢者や
小さな子
どもがいた
から

その他
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（９）地震の当夜から翌日に余震などに備えて買い物をしたもの【M.A.】 

今回の地震の当夜から翌日に、その後の余震などに備えて念のため、買い物をしたものはありますか。 

（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

元々予定していたもの以外には、
特に買い物はしなかった

ガソリンの給油

水

インスタント食品

米やパンなどの主食

トイレットペーパー・ティッシュ類

耐震補強の材料や避難用品などの
グッズ

マスク・除菌・抗菌用品

紙おむつ・生理用品・介護用品

その他
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（１０）災害への備えとして実施していたこと【M.A.】 

ご自宅では、災害への備えとしてどのようなことを行っていましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食料・飲料などの備蓄

車のガソリンなどのこまめ
な給油

携帯ラジオ・懐中電灯などの
用意

地震保険への加入

非常持ち出し品の用意

家具が倒れないように固定
する

風呂にいつも水をいれて
おく

ハザードマップなどで自宅
や地域の危険を確認する

家族との連絡方法や
落ち合う場所を決める

マスク・消毒用品・体温計
などを持ち出す用意

常用薬・処方薬を持ち出す
用意

災害時の避難場所を決める

就寝場所や備蓄品の置き
場所などを考える

寒暖の調節がしやすい衣類
の用意

家屋の耐震化や補強

防災についての家族の役割
を決める

屋外の飛散・倒壊しやすい
ものの固定や補強

消火器や水を入れたバケツ
の用意

避難訓練・防災訓練に参加
する

ガラスの飛散防止

自主防災組織への参加

近所の高齢者・要配慮者の
把握

その他

特にない
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3.6 

3.2 

1.4 

0.8 

0.6 

17.2 

46.8 

40.6 

30.4 

29.0 

24.8 

20.4 

25.8 

21.4 

11.2 

17.0 

13.2 

8.8 

9.6 

7.8 

5.6 

5.4 

4.6 

4.4 

3.4 

3.0 

2.0 

2.0 

0.2 

20.4 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

宮城県（n=500）

福島県（n=500）
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（11）東日本大震災から備えや意識が薄らいでいること・備えに注力したいこと【M.A.】 

2011年の東日本大震災から 10年を経て、備えや意識が薄らいでいたと感じたり、改めて備えに力を入れたいと

感じた項目は何ですか。（あてはまるものすべて） 

 

東日本大震災から備えや意識が薄らいでいること・備えに注力したいこと 

（「（10）災害への備えとして実施していたこと」との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食料・飲料などの備蓄

車のガソリンなどのこまめ
な給油

携帯ラジオ・懐中電灯などの
用意

地震保険への加入

非常持ち出し品の用意

家具が倒れないように固定
する

風呂にいつも水をいれて
おく

ハザードマップなどで自宅
や地域の危険を確認する

家族との連絡方法や
落ち合う場所を決める

マスク・消毒用品・体温計
などを持ち出す用意

常用薬・処方薬を持ち出す
用意

災害時の避難場所を決める

就寝場所や備蓄品の置き
場所などを考える

寒暖の調節がしやすい衣類
の用意

家屋の耐震化や補強

防災についての家族の役割
を決める

屋外の飛散・倒壊しやすい
ものの固定や補強

消火器や水を入れたバケツ
の用意

避難訓練・防災訓練に参加
する

ガラスの飛散防止

自主防災組織への参加

近所の高齢者・要配慮者の
把握

その他

特にない

47.2 

36.1 

32.5 

31.4 

26.0 

25.0 

24.3 

20.9 

15.5 

15.5 

12.3 

10.5 

9.5 

8.1 

5.7 

5.4 

4.4 

4.1 

3.5 

3.1 

1.7 

1.4 

0.4 

18.8 

46.9 

37.3 

29.0 

11.7 

41.0 

26.4 

20.4 

16.1 

22.2 

26.5 

20.5 

16.0 

14.3 

17.9 

9.8 

12.0 

8.5 

5.5 

4.5 

6.8 

3.2 

3.8 

0.5 

17.8 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

災害への備えとして

実施していたこと

（n=1,000）

東日本大震災から備

えや意識が薄らいで

いること・備えに注力

したいこと

（n=1,000）
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東日本大震災について 

 

（１2）東日本大震災当時の住まいの地域 

ここからは、2011 年 3月 11日の東日本大震災当時のことをおたずねします。 

2011 年（平成 23年）3月 11日、東日本大震災が発生した際には、お住まいの地域は以下のどちらでしたか。 

（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）東日本大震災による自宅の被害状況【M.A.】 

東日本大震災発生当時、あなたのご自宅では、どのような被害がありましたか。（あてはまるものすべて） 

※東日本大震災当時と同じ県内に居住している人を抽出して分析（以降同様） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高いところの物が落下した

停電や断水・ガスの停止が
あった

家の壁にひびが入ったり
はがれ落ちた

家の中のタンスや本棚が
倒れた

屋根のかわらが落ちたり
ずれた

窓ガラスが割れたり
外れたりした

家屋が傾いた

門柱や塀が崩れた

敷地や周囲の道路が液状化
した

家屋が倒壊・流出した

津波などの水が家に入って
きた

けがなどの人的な被害が
あった

ガス漏れがあった

山や斜面の土砂などが家に
入ってきた

火災が発生した

その他

特に被害はなかった

62.9 

58.8 

49.7 

45.8 

14.0 

7.0 

6.7 

4.8 

3.9 

3.6 

2.8 

2.2 

0.7 

0.7 

0.1 

2.5 

12.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=866）

62.0 

66.3 

48.0 

45.1 

8.8 

7.4 

6.4 

4.5 

4.5 

3.8 

4.3 

2.4 

0.7 

1.2 

0.0 

1.4 

11.2 

63.8 

51.7 

51.2 

46.5 

18.9 

6.7 

7.0 

5.2 

3.4 

3.4 

1.3 

2.0 

0.7 

0.2 

0.2 

3.6 

12.8 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

宮城県（n=421）

福島県（n=445）

57.8 

54.8 

60.8 

1.6 

3.0 

0.2 

15.4 

29.4 

1.4 

15.0 

1.8 

28.2 

10.2 

11.0 

9.4 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=1,000）

宮城県（n=500）

福島県（n=500）

現在の住まいと同じ場所 現在の住まいと異なる場所（岩手県）

現在の住まいと異なる場所（宮城県） 現在の住まいと異なる場所（福島県）

現在の住まいと異なる場所（その他の都道府県）
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（１４）東日本大震災の記憶（経験）について自ら話す頻度 

あなたは、東日本大震災の記憶（経験）について、自ら話すことは、どの程度ありますか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１５）東日本大震災の記憶（経験）について自ら話す頻度の増減 

あなたが、東日本大震災の記憶（経験）について、自ら話すことは、昔と比べて増えましたか、それとも減りましたか。 

（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.4 

9.5 

9.2 

90.6 

90.5 

90.8 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=866）

宮城県（n=421）

福島県（n=445）

昔より増えている 昔より減っている

4.3 

4.5 

4.0 

3.9 

3.8 

4.0 

62.1 

63.7 

60.7 

27.6 

25.4 

29.7 

2.1 

2.6 

1.6 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=866）

宮城県（n=421）

福島県（n=445）

日々、よく話すほうだ 月に何度か話すことがある

たまに話すことがある 覚えていることはあるが、ほとんど話さない

覚えていることがほとんどない
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（１６）東日本大震災の記憶（経験）を子ども※が話す頻度 

東日本大震災の記憶（経験）について、そのお子さん※たちがご家庭で話されることは、どの程度ありますか。 

（それぞれ１つずつ） 

※東日本大震災当時に妊娠中～中学生以下だった子ども 

 

東日本大震災の記憶（経験）を子どもが話す頻度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の記憶（経験）を子どもが話す頻度（宮城県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の記憶（経験）を子どもが話す頻度（福島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7 

5.0 

3.6 

2.5 

33.9 

48.3 

55.0 

39.3 

50.0 

37.5 

23.2 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

当時妊娠中～入学前の乳幼児 （現在

9歳～15歳くらい）（n=56）

小学生（現在16歳～22歳くらい）

（n=58）

中学生（現在22歳～25歳くらい）

（n=40）

日々、よく話すほうだ 月に何度か話すことがある

たまに話すことがある 覚えていることはあるが、ほとんど話さない

覚えていることがほとんどない（生まれていない）

7.8 

5.4 

4.4 

5.9 

3.6 

4.4 

56.9 

42.9 

60.0 

23.5 

44.6 

26.7 

5.9 

3.6 

4.4 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

当時妊娠中～入学前の乳幼児 （現在

9歳～15歳くらい）（n=51）

小学生（現在16歳～22歳くらい）

（n=56）

中学生（現在22歳～25歳くらい）

（n=45）

日々、よく話すほうだ 月に何度か話すことがある

たまに話すことがある 覚えていることはあるが、ほとんど話さない

覚えていることがほとんどない（生まれていない）

3.7 

3.5 

4.7 

4.7 

1.8 

3.5 

44.9 

45.6 

57.6 

31.8 

47.4 

31.8 

15.0 

1.8 

2.4 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

当時妊娠中～入学前の乳幼児 （現在

9歳～15歳くらい）（n=107）

小学生（現在16歳～22歳くらい）

（n=114）

中学生（現在22歳～25歳くらい）

（n=85）

日々、よく話すほうだ 月に何度か話すことがある

たまに話すことがある 覚えていることはあるが、ほとんど話さない

覚えていることがほとんどない（生まれていない）
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（１７）東日本大震災について子ども※に伝えたり話し合ったりする頻度 

あなたご自身が、東日本大震災について子ども※に伝えたり、話し合ったりすることはありますか。（回答は１つだけ） 

※東日本大震災当時に妊娠中～中学生以下だった子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１８）東日本大震災への関心 

あなたは、東日本大震災について、関心を持っていますか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１９）「東日本大震災の経験や教訓」についてもっと知りたいか 

あなたは、「東日本大震災の経験や教訓」について、もっと知りたいと思いますか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

  

21.6 

22.6 

20.7 

37.8 

34.7 

40.7 

30.5 

31.6 

29.4 

8.1 

9.0 

7.2 

2.1 

2.1 

2.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=866）

宮城県（n=421）

福島県（n=445）

とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない まったくそう思わない

45.0 

46.3 

43.8 

35.6 

34.2 

36.9 

14.2 

14.5 

13.9 

2.7 

2.1 

3.1 

2.5 

2.9 

2.2 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=866）

宮城県（n=421）

福島県（n=445）

関心を持っている まあ関心を持っている どちらともいえない

あまり関心を持っていない 関心を持っていない

3.2 

4.0 

2.5 

3.2 

4.8 

1.6 

61.1 

58.4 

63.9 

32.4 

32.8 

32.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=247）

宮城県（n=125）

福島県（n=122）

日々、よく話すほうだ 月に何度か話すことがある

たまに話すことがある ほとんど（あるいはまったく）話すことはない
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（２０）東日本大震災の経験や教訓が「風化」していると思うか 

あなたの中で、東日本大震災の経験や教訓が「風化」していると思いますか。（回答は１つだけ） 

※風化＝記憶や印象が月日と共に薄れていくこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２１）東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか 

あなたは、東日本大震災の経験や教訓の「風化」についてどのように感じますか。（それぞれ１つずつ） 

 

東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.1 

24.9 

33.3 

41.1 

18.7 

60.7 

49.5 

45.7 

39.7 

30.9 

16.6 

18.0 

16.6 

15.7 

38.8 

6.1 

4.4 

2.5 

1.0 

8.4 

5.4 

3.1 

1.8 

2.4 

3.1 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

月日を経て風化することは、やむを得

ない（n=866）

直接経験したことでなければ、長く記

憶や印象には残らない（n=866）

教訓や災害への備えの大切さは、経

験と一緒に語り継がれる方がよい

（n=866）

災害の経験や教訓を次世代にも伝え

続けることが大切だ（n=866）

過去の災害を伝えるよりも、新たな災

害・危機などについて伝えるべきだ

（n=866）

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

8.5 

8.3 

8.8 

50.2 

47.5 

52.8 

23.1 

25.9 

20.4 

16.2 

16.6 

15.7 

2.0 

1.7 

2.2 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=866）

宮城県（n=421）

福島県（n=445）

まったく風化していない 少し風化している どちらともいえない

かなり風化している 完全に風化している
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東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（宮城県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（福島県） 

 

 

 

 

  

9.9 

26.1 

31.5 

41.1 

20.0 

63.4 

47.9 

48.1 

41.1 

32.6 

16.2 

18.2 

16.0 

14.4 

37.3 

4.7 

5.2 

2.9 

0.9 

6.7 

5.8 

2.7 

1.6 

2.5 

3.4 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

月日を経て風化することは、やむを得

ない（n=445）

直接経験したことでなければ、長く記

憶や印象には残らない（n=445）

教訓や災害への備えの大切さは、経

験と一緒に語り継がれる方がよい

（n=445）

災害の経験や教訓を次世代にも伝え

続けることが大切だ（n=445）

過去の災害を伝えるよりも、新たな災

害・危機などについて伝えるべきだ

（n=445）

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

12.4 

23.8 

35.2 

41.1 

17.3 

58.0 

51.3 

43.2 

38.2 

29.2 

17.1 

17.8 

17.3 

17.1 

40.4 

7.6 

3.6 

2.1 

1.2 

10.2 

5.0 

3.6 

2.1 

2.4 

2.9 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

月日を経て風化することは、やむを得

ない（n=421）

直接経験したことでなければ、長く記

憶や印象には残らない（n=421）

教訓や災害への備えの大切さは、経

験と一緒に語り継がれる方がよい

（n=421）

災害の経験や教訓を次世代にも伝え

続けることが大切だ（n=421）

過去の災害を伝えるよりも、新たな災

害・危機などについて伝えるべきだ

（n=421）

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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